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令和３年度における放射性物質への対応について（案） 

 

１ 令和２年度における空間放射線量等の測定 

（１）空間放射線量の測定等 

ア 定点測定 

平成２４年度から、総合庁舎、公園（各地区１園、及び田道広場公園）で環境保全課・

生活衛生課の職員が、区で購入した日立アロカメディカル（株）製ＴＣＳ－１７２Ｂを用

い、総合庁舎では毎週、公園では２週間ごとに１回測定していたが、測定平均値が減少し

ていたことから平成２７年度から測定回数を１か月に１回、平成２９年度から測定回数を

３か月に１回に見直した。結果は区のホームページで公表。 

これらの施設において、いずれの地点においても、高い数値（0.23μSv /ｈ）は検出さ

れていない。（実測値 0.03～0.09μSv /ｈ） 

【表 1 令和２年度定点測定実施施設】 

施設名称 
２年度平均値 

（暫定値） 

総合庁舎東口 0.08 

田道広場公園 東山児童遊園 中目黒公園 唐ヶ崎児童遊園 富士

見台公園 めぐろ区民キャンパス公園 
0.05 

  

イ  上記以外の測定 

区立小中学校、幼稚園、保育園、児童館・学童保育クラブについて、施設所管職員等が、

簡易測定器（株式会社堀場製作所製ＰＡ－１０００）を用いて順次測定を実施。 

○ 区立小中学校・区立幼稚園・区立こども園  

     各学校、幼稚園が規模等に応じて地点を選定し、定期的に測定を実施（１か月に１回、

敷地内校（園）庭中央部１箇所）。結果は各学校のホームページ等で公表。 

   ○ 保育園（私立含む） 

保育園で、定期的な測定を実施。（年４回、敷地内５箇所）結果は各園掲示板で公表。 

   ○ 児童館・学童保育クラブ 

安全衛生委員会で取り組む環境測定等の際に、年２回（夏・冬）測定を実施。結果は

掲示板等で公表。 

 ○ スポーツ施設 

野球場・サッカー場・庭球場等で年１回測定を実施。結果は区のホームページで公表。 

 

   ウ 放射線量低減措置 

測定の結果、区が対応の目安とする地上５㎝で０．２３μ㏜/ｈ超の数値が検出された

箇所については、立入禁止等の措置を講ずるとともに、放射線量低減措置を取ることとし

ている。（令和２年度は、対象箇所なし） 

 

（２）プール水の放射性物質の測定 

区立小中学校及び区民センターでは、高い空間放射線量の数値が計測されなかったため、

屋外プールの測定は実施しなかった。 

都 市 環 境 委 員 会 資 料 

令 和 ３ 年 １ 月 １ ３ 日 

環 境 清 掃 部 環 境 保 全 課 



 2 

２ 令和３年度における空間放射線量等の測定 

（１）放射線量の測定状況 

ア 定点測定実施施設における測定状況 

目黒区総合庁舎ほか６か所の定点測定実施施設における空間放射線量の平均値は、測定

開始当初の平成２４年度から令和２年度まで基準値である０．２３μ㏜/ｈを大きく下回

る測定値で推移している（下記の表２で、総合庁舎と中目黒公園の例を示す。）。 

 

【表２ 総合庁舎及び中目黒公園（定点測定実施施設）における空間放射線量】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

イ 定点測定実施施設以外の測定状況 

    以下の定点測定施設以外の施設における空間放射線量の測定についても、平成２３年度

から令和２年度まで基準値である０．２３μ㏜/ｈを大きく下回る測定値で推移している。 

また、区立小中学校及び区民センターの屋外プール水の放射性物質の測定については、

これまで高い空間放射線量の数値が計測されてこなかったため、実施をしていない。 

○ 区立小中学校・区立幼稚園・区立こども園  

○ 保育園（私立含む）  

○ 児童館・学童保育クラブ 

○ スポーツ施設  

 

ウ 都内の測定状況 

東京都健康安全研究センターでは、都内８か所で２４時間測定が可能なモニタリングポ

ストによる測定結果を随時更新しているが、いずれの測定箇所の放射線量についても、本

区と同様に基準値を大きく下回る測定値で推移している。 

 

（２）令和３年度における空間放射線量等の測定 

こうした測定状況から、目黒区における空間放射線量測定については、令和２年度をも

って終了する。なお、令和３年度以降、空間放射線量の急激な変化が想定される状況が生

じた場合は、適宜、測定を実施するものとする。 

 

 

 

年度 平均値（μ㏜/h） 

総合庁舎東口 中目黒公園 

（「健康とスポーツの広場」地上５ｃｍ） 

23年度 - 0.11 

24年度 0.10 0.09 

25年度 0.09 0.08 

26年度 0.09 0.07 

27年度 0.09 0.08 

28年度 0.08 0.08 

29年度 0.08 0.07 

30年度 0.08 0.08 

令和元年度 0.08 0.07 

令和 2年度 0.08 0.04 

・費用に関して
　　月8万円かける2台16万円
　　人件費は職員が時間内で行なっているため通常の職員人件費内で行なってきた。

・人員をコロナ対策へ
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＜参考＞ 

【グラフ１ 空間放射線量の推移（総合庁舎東口）】 

 

 

【グラフ２ 空間放射線量の推移（中目黒公園 健康とスポーツの広場）】 
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